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JOCA南部（鳥取県）
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災害支援（石川県 輪島市）
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災害支援（石川県 輪島市）
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東京都千代田区の本部事務所

2018年3月
長野県駒ケ根市へ移転

職員約30名
(家族も入れて40名)
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年齢や性別、障害の有無、国籍の違いに関わらず

まちなか(銀座通り)を中心に

地域に暮らす多様な人たちが日常的に関わり合える場を作る

中心市街地に賑わいを生み出す

これからの時代に求められる
支え合いの地域づくり、協働のまちづくりを進めていく
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まちなかに「日常的に」ひととひとが関わる場をつくる
関わり合いの場づくり

Mission（駒ヶ根）
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仕事の打合わせ
近所に住む
外国人
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「多世代交流の促進」「多様な人材の活躍の場づくり」

“健康”をテーマに
地域の人と人とを結びつける取り組み
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連携事業

長野県看護大学：マチヅクリサークル
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事業承継：大衆食堂きよし
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J’sワーク ファーム事業
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J’s保育園 駒ヶ根
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「日常的に」人と人が関わる場はどこも同じ
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持続可能なまちづくりの成果

事業を展開する企業としてある前に、職員1人1人も地域住民として
「ごちゃまぜ」の一員になる事で地域そのものに主体性が生まれる

 JOCAが展開したいことを行うなのでは無く、地域が求めてい
る事を一緒に語り合える関係性を築けるか。

 「ごちゃまぜ」の展開には、さまざまな年齢、境遇、立場、
の方が居る。その方々の“居場所”とはどんな場所なのかを常に
求め続ける。
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持続可能なまちづくりの課題

あらゆる施策分野に横断的に取り組むことで、「ごちゃまぜ」の
成果、取り組みの魅力は向上している

 A型就労として考えると事業収益の拡大は必要不可欠

 「ごちゃまぜ」の展開には、受け皿として事業種別の拡大が
必要不可欠
⇒地域再生推進法人の活用方法など
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地域に暮らす様々な人たちが

地域に賑わいをつくる

子どもから高齢者まで、

日常的につながり合う
病気や障害のある無しや年齢、国籍を問わず

人生100年時代の地域づくり
中心市街地の賑わい

26



27


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	JOCA南部（鳥取県）
	災害支援（石川県　輪島市）
	災害支援（石川県　輪島市）
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	Mission（駒ヶ根）　
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	連携事業
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27

